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Abstract A total of６８adult females（１－３４［mean

８．５］individuals per infected host）of the ergasilid

copepod Neoergasilus japonicus（Harada, １９３０）

were collected from the fins of８（６２．５％）of the

１３ bluegill（Lepomis macrochirus）captured from

a pond in Komosawa Park, Gotsu City, Shimane Pre-

fecture, Japan, on１７October,２０１２. This collection

represents the first record of N. japonicus from Shi-

mane Prefecture. The females of N. japonicus were

most abundantly attached to the dorsal fin, followed

by the caudal and anal fins.

ヤマトニセエラジラミ Neoergasilus japonicus

（Harada，１９３０）は極東アジアの淡水魚類に寄生す

るカイアシ類の１種である（長澤ほか，２００７）．近

年，本種は欧米や南アジアに移入され定着してい

る（Nagasawa and Uyeno，２０１２）．筆者らは，これ

まで記録のなかった島根県において，本種を確認

したので報告する．

２０１２年１０月１７日，島根県江津市の菰沢公園内

の菰沢池（３５°１′５３″N，１３２°１６′４３″E）で釣獲した

ブルーギル（Lepomis macrochirus Rafinesque）１３

尾（全長９９－１５７［平均１３０］mm）（図１）を直ちに

５％フォルマリン液で固定して，広島大学に持ち

帰った．このブルーギルの寄生虫を調べたとこ

ろ，８尾（寄生率６２．５％）の鰭にヤマトニセエラ

ジラミ雌成体の寄生を認めた．被寄生魚１尾当た

りの寄生数は １－３４（平均８．５）個体で，合計６８

個体が採集された．背鰭が最も多く寄生を受け（４５

個体），次いで尾鰭（１２個体），尻鰭（１１個体）の

順であった．

ヤマトニセエラジラミは，日本国内では北海道，

広島県，長崎県，沖縄県から報告されており（長

澤ほか，２００７；Nagasawa and Uyeno，２０１２），島根

県からは初記録である．わが国では，ヤマトニセ

エラジラミは在来魚類よりもブルーギルやブラッ

クバス（Micropterus salmoides（Lacepède））のような

北米起源のサンフィッシュ科魚類によく寄生する

（Nagasawa and Inoue，２０１２）．また，本種がブルー

ギルの背鰭に多く寄生することは Nagasawa and

Obe（２０１３）によっても報告されている．ブルーギ

ルとヤマトニセエラジラミの標本はともにホシザ

キ野生生物研究所にて保管されている．
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図１ 江津市産ブルーギルより得られたヤマトニセエラ
ジラミ雌成体．A，背面；B，腹面；C，側面．スケー
ル：２００μm.
Fig．１ Neoergasilus japonicus（Harada，１９３０）from Le-
pomis macrochirus collected from a pond in Gotsu City,
Shimane Prefecture, Japan. Dorsal（A）, ventral（B）and
lateral（C）views of an alcohol−preserved ovigerous adult
female. Scale bars:２００μm.
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